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5)筋組織の外科的侵襲 に伴 う神経筋接合部お
よび軸索輸送への影響
○宮下 照展,高田 訓1,大野 敬1
(奥羽大 ・大学院 ・顎口腔外科
奥羽大・歯・口腔外科1)
【目 的】口腔外科領域における再建や形成術に
より筋組織には剥離,減 張,伸 展などの手技が加
わる。これ らの侵襲が筋線維に及ぼす影響,あ る
いは形態や機能の回復にどのように影響するかを
検索する目的で,筋 の剥離や支配神経切断後の神
経筋接合部と運動終末,神 経伝達物質の輸送につ
いて観察した。
【材料 と方法】本研究では顎二腹筋前腹を使用 し
た。実験群として①前復の起始と停止 を温存 し,
筋腹を周囲組織 と筋周膜 との間隙で完全に剥離 し,
微少な神経や血管が周囲から剥離 された群,以 下
筋剥離群 ②顎二腹筋前腹の支配神経である顎舌
骨筋神経 を切断し,反転結紮 した群,以 下神経切
断群の2群を検索 した。尚,対 照群 は未処置の顎
二腹筋前復 を使用 した。観察方法 は実験後3,7,
14,21,28,42,56,84日例,各5匹 を使用 し,
顎二腹筋前腹 を摘出し,8μmの凍結横断連続切
片にてAChE染色,ATPase染色 を施 し,神 経筋
接合部のAChE活性について前腹中央部を横断面
にて観察 し,AChE活性の出現数を検索 した。また,
この標本 をもとに筋線維タイプを識別 し,タ イプ
2C線維の出現率 を検索 した。脳幹 を摘 出する48
時間前 に10%WGA-HRP溶液 を顎二腹筋前腹起
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始部から中央部に向かってハ ミル トンマイクロシ
リンジを使用 し,手 動で10μl注入 し,そ の後注
入部を生食 にて洗浄 し,完 全閉鎖創 とした。48
時間後に灌流固定 し,最後に10%薦糖を含む リン
酸緩衝液で灌流 した。TMB法にてHRP神経標識
細胞 を可視化 し光学顕微鏡により明視野にて観察
した。尚,三 叉神経運動核 に見 られ るHRP神経
標識細胞 数はobexを最後方 とした60μmの凍結
連続切片にて出現数を測定 し,実験例数の平均値
を算出した。
【結 果】①AChE活性 は両群 ともに術後3日例
で減少 し7日例で消失 した。以後,筋 剥離群では
28日例で再度出現 した後,増 加傾 向を示 し,84
日例では対照群 に対 し51.7%まで増加 した。一方,
神経切 断群では84日においても観察で きなかっ
た。②HRP神経標識細胞数は両群 ともに術後3日
例か ら14日例 まで,HRP神経標識細胞は認 めら
れ なかったが,筋 剥離群では術後21日例以降に
認 められ,徐 々に増加す る傾 向がみ られ,84日
例では対照群に対 し46.1%まで増加 した。一方,
神経切 断群 ではHRP神経 標識細胞 はみ られな
かった。③ タイプ2C線維 出現数 は両群 ともに術
後14日例で出現 し,以 後84日例 まで認め られた。
しかし,出現率は両群間に差がみられ,筋 剥離群
では術後28日例 まで減少 し,以 後増加傾 向を示
したのに対 し,神経切断群 では術後21日例で最
も多く出現 し,以 後84日例 まで徐 々に減少す る
傾向がみ られた。
【考 察】①筋剥離群ではAChE活性 が術後28日
例で認め られたのに対 し,HRP神経標識細胞は
術後21日例で認められた。す なわち,三 叉神経
運動路核への逆行性軸索輸送が成立した後,神 経
筋接合部での神経筋伝達が再開することが示唆さ
れた。②神経切断群では術後84日例 までAChE活
性,HRP神経標識細胞 ともに認め られず,再 神
経支配はみ られなかった。③両群 ともに術後14
日例以降にタイプ2C線維 を認 めたが,術 後14日
例 か ら21日例 までではAChE活性 が認 め られ な
かったことから,こ の筋線維は脱神経筋であると
考 えられた。一方,筋 剥離群で は術後28日例以
降のAChE活性の増加 に比例 して タイプ2C線維
も増加す ることか ら,この時期に筋機能 も回復す
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ることが示唆 された。
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